
付

録

め
ら
れ
る
の
で
、
左
記
要
領
に
よ
り
こ
れ
を
改
正
の
上
北
海
道
、
東
北
、
北
陸
(
新
潟
、
富
山
、

石
川
、
福
井
〉
の

一
道
十
県
は
一
月
よ
り
、
そ
の
他
の
都
府
県
に
つ
い
て
は
二
月
よ
り
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

付
北
海
道
の
馬
鈴
薯
に
つ
い
て
は
現
地
の
実
情
に
鑑
み
統
制
撤
廃
後
も
自
治
統
制
機
構
を
利

用
し
且
つ
共
済
基
金
を
裏
付
と
し
て
明
年
を
限
り
木
制
度
の
適
用
を
引
統
会
認
め
る
こ
と
。

但
し
共
済
基
金
よ
り
の
貸
付
限
度
額
は
現
行
反
当
二
、

0
0
0円
よ
り
て
八

O
O円
に

引
下
げ
る
と
共
に
基
金
樹
立
額
は
現
行
通
り
反
当
二
O
O円
に
据
置
ぐ
こ
と
。

同
米
単
作
曲
隣
家
の
供
米
を
促
進
す
る
た
め
こ
れ
に
対
し
配
給
さ
れ
る
報
奨
飼
料
を
迎
則
農
業

資
材
に
加
え
る〉
」と。

国
農
業
金
融
証
明
票
に
お
け
る
配
給
農
業
資
材
に
対
す
る
市
区
町
村
長
の
証
明
制
度
は
実
効

乏
し
い
の
で
こ
れ
を
廃
止
し
、
購
入
先
の
証
印
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
。

制
本
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
は
年
間
の
始
朋
と
終
期
と
を
明
確
な
ら
し
め
、
始
期
に
つ
い
て

は
北
海
道
、
東
北
、
北
陸
(
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
福
井
)
の
単
作
地
帯
一
道
十
県
は
一
月
よ

り
、
そ
の
他
の
都
府
県
は
二
月
よ
り
実
施
す
る
と
と
。
終
則
に
つ
い
て
は
全
悶

一
一
律
に
十
二

月
末
と
し
借
入
の
則
問
を
最
長
十
一

ヶ
月
(
現
行
十
ヶ
月
)
に
改
め
る
こ
と
。

但
し
始
期
に
つ
い
て
は
北
海
道
、
東
北
、
北
院
地
方
以
外
の
府
県
に
る
っ
て
も
、
府
県
内

の
一
部
単
作
地
帯
又
は
災
害
地
借
等
で
文
脂
長
に
お
い
て
営
農
上
早
急
突
胞
を
必
要
と
認
め

る
地
滑
に
つ
い
て
は
総
務
部
長
と
協
議
の
ト
.
二
月
以
前
に
お
い
て
も
そ
の
実
施
を
認
め
得
る

も
の
と
す
る
。

同
農
業
手
形
の
市
中
貸
出
金
刺
の
最
高
限
度
(
指
導
)
は
明
年
も
現
行
通
り
に
抑
制
崩
〈
こ
と
。

な
お
桑
及
び
拡
餅
草
の
生
産
用
肥
料
に
つ
い
て
は
本
制
度
の
対
象
と
は
し
な
い
が
、

本
制
度

に
準
じ
た
方
法
に
よ
り
資
金
供
給
り
似
使
を
図
る
方
針
で
目
下
検
討
在
進
め
て
い
る
。

【昭
和
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日
】

昭
和
二
十
五
年
分

月

無
尽
会
社
及
び
市
街
地
信
用
組
合
よ
り
の
国
債
貫
入

中
小
企
業
金
融
等
促
進
の
た
め
の
無
尽
会
社
友
び
市
街
地
信
用
組
合
よ
り
の
国
債
買
人
は
昨

年
末
現
庖
に
お
い
て

て

O
五

一
百
万
円
(内
信
組
七
O
一
百
万
円
、
無
尽
三
丘

O
百
万
円
〉
と

六
O
O

従
前
の
買
人
目
標
額
(
昨
年
一
一
一月
末
国
債
所
有
高
の
五
割
)
に
達
し
た
が
、
最
近
の
中
小
企
業
金

融
状
況
に
鑑
み
此
程
賀
入
限
度
は
昨
年
三
月
末
国
債
保
有
額
迄
拡
張
さ
れ
た
。
買
入
代
金
の
使

途
に
つ
い
て
は
輸
出
関
係
、
牛
一必
物
資
関
係
其
他
現
下
緊
要
な
る
中
小
企
業
融
資
に
振
り
向
け

し
め
る
こ
と
は
従
来
週
り
で
あ
る
が
、
そ
の
外
優
良
社
債
及
び
興
銀
債
等
有
側
証
券
の
購
入
も

認
め
ら
れ
る
と
と
L
な
っ
た
。

【
昭
和
二
十
五
年
一
月
十
六
日
】

貸
出
金
利
の
最
高
限
度
変
更

金
融
機
関
の
貸
出
金
利
の
最
高
限
肢
の
改
訂
に

つ
い
て
は
旧
雌
十
九
日
以
降
木
月
十
七
日
迄

凶
次
に
亘
り
金
利
訓
舷
審
説
会
に
お
い
て
論
議
が
重
ね
ら
れ
た
が
、
去
る
十
九
日
間
会
答
申
に

辿
含
木
行
政
策
安
員
会
に
お
い
て
左
記
の
通
り
正
式
、
決
定
二
月
一
口
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。な

お
輸
入
業
者
の
愉
入
手
形
決
済
資
金
に
つ
い
て
は
本
行
に
お
い
て
再
訓
迎
柿
貿
易
手
形
に

準
じ
取
扱
う
こ
と
L

な
っ
た
の
で
、
そ
の
市
中
金
利
に
つ
い
て
は
再
剖
適
絡
貿
手
(
最
高
日
歩

二
銭
凶
而
肌
〉
並
み
の
収
披
を
受
け
る
こ
と
L
な
る
。

記

一
、
日
本
銀
行
内
制
引
い
必
楠
貿
易
ず
形
最
前
川
歩
二
銭
凹
一肌
(
十
一一肌
下
げ
)

二
、
其
他
の
貸
出
に
就
き

的
貸
出
合
制

一
一
件
五
百
万
円
を
越
え
る
も
の
最
前
日
歩
二
銭
五
陛
(
一
一一脱
下
げ
)

例
貸
川
金
制

-
件
五
泊
万
円
以
下
の
も
の
最
刊
円
以
少
二
銭
六
距
(一一腿
下
げ
)

但
し
い日
木
銀
行
政
策
委
員
会
の
特
に
示
認
す
る
場
合
に
就
て
は

一
回
の
加
算
を
認
め
る
こ
と

が
山
来
る

ご
一
、
当
座
貸
越

四
、
品
川
林
中
火
金
仰
の
貸
出
金
利

島
市
川
歩
二
銭
八
一
民
(
二
匝
下
げ
)

系
統
機
関
に
対
す
る
貸
出
は
規
制
外
と
す
る

【
昭
和
二
十
五
年

一
川
二
十
五
日
】

高
率
適
用
手
続
の
改
正

市
中
金
利
の
島
市
限
度
が
別
項
記
棋
の
通
り
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
と
L
な
っ
た
こ
と
雌
に
削

引
政
策
を
吏
に
一
周
推
進
し
て
行
〈
為
め
日
本
適
用
手
続
の
一
加
を
改
正
二
円
一
日
よ
り
実
施

す
る
こ
と
L
な
っ
た
。
改
正
の
要
点
は
次
の
、
通
り
で
あ
る
。

付
手
続
適
問
の
対
象
と
す
べ
き
貸
出
の
都
矧
中
よ
り
手
形
制
引
金
削
除
し
、
手
形
貸
付
中
一

般
貸
付
の
み
b
L
木
手
続
適
用
の
対
象
と
す
る
こ
と
L

し
た
こ
と
。

同
優
遇
手
形
(
貿
易
手
形
、
ス
タ
ン
プ
手
形
、
公
開
認
証
手
形
及
び
農
業
手
形
)
以
外
の
も
の



を
担
保
と
す
る
貸
付
に
対
す
る
第

}
次
高
水
・
を
最
低
利
子
歩
合
よ
り
ニ
鹿
高
(
現
行
三
厘
高
)

に
改
め
た
こ
と
。

伺

優
遇
手
形
を
担
保
と
す
る
貸
付
に
対
す
る
第
二
次
高
率
を
日
歩
二
銭
(
現
行
二
銭
一
一
民
、

一
一
座
下
げ
)
、
優
過
手
形
以
外
の
も
の
を
担
保
と
す
る
貸
付
に
対
す
る
第
二
次
高
率
を
日
歩

二
銭

て
出
(
現
行
=
銭
三
鹿
、

二
厘
下
げ
)
に
改
め
た
こ
と
。【昭

和
二
十
五
年
-
月
二
十
五
U
M

輸
入
業
者
等
の
輸
入
物
資
引
取
資
金
並
び
に
輸
入
諸
掛
資
金
に
対
す
る
優
遇
措
盤

輸
入
業
者
の
輸
入
物
資
引
取
資
金
(
輸
入
手
形
、
決
済
資
金
〉
並
び
に
輸
入
荷
掛
資
金
に
つ
い
て

は
昨
年
六
月
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を
適
用
す
る
方
針
を
決
定
し
細
目
手
続
未
決
定
の
ま
L
今
日

に
到
っ
た
が
、
民
間
輸
入
方
式
は
愈
々
本
月
十
六
日
よ
り
実
施
の
段
階
に
入
り
、
従
来
の
政
府

貿
易
の
場
合
政
府
に
よ
り
負
担
さ
れ
て
い
た
輸
入
物
資
引
取
資
金
等
の
金
融
が
新
た
に
輸
入
業

者
に
転
嫁
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
外
、
在
日
外
商
の
場
合
は
輸
入
に
際
し
期
限
付
手
形
の
使
用

に
よ
り
低
利
の
外
貨
を
利
用
し
得
る
に
反
し
邦
商
の
場
合
は

一
覧
払
文
は
特
々
貨
物
到
着
払
と

な
る
見
込
で
外
向
の
如
〈
低
利
の
外
貨
を
利
用
す
る
こ
と
が
山
来
ず
、
結
局
輸
入
商
品
コ
ス
ト

が
外
・
舶
の
場
合
に
比
し
高
く
な
ら
ざ
る
を
特
な
い
綿
の
突
伯
に
鑑
み
、
邦
耐
に
刈
し
ス
タ
ン
プ

手
形
制
度
以
上
の
優
遇
措
置
を
部
じ
可
及
的
に
低
利
の
円
資
金
を
供
給
し
て
そ
の
愉
入
の
円
滑

を
図
る
こ
と
が
必
.
裂
と
認
め
ら
れ
る
に
主
っ
た
の
で
、
輸
入
手
形
決
済
資
金
に
つ
い
て
は
.
再
割

貿
手
に
準
ず
る
取
扱
を
す
る
と
と
与
し
た
。

又
輸
入
諸
掛
に
つ
い
て
は
輸
入
物
資
を
需
要
者
に
引
渡
す
ま
で
の
運
賃
、
荷
役
料
、
倉
庫
料

及
び
保
険
料
は
相
当
多
額
に
上
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
の
で
既
定
方
針
通
り
ス
タ
ン
プ
手
形
制

度
を
適
用
す
る
こ
と
L

し
た
。
な
お
貿
易
公
団
よ
り
阻
接
払
下
を
受
け
る
輸
入
業
者
、
製
造
業

者
に
対
し
、
弛
び
に
民
間
輸
入
に
お
い
て
輸
入
業
者
よ
り
直
接
輸
入
物
資
の
引
収
を
な
す
製
造

業
者
等
に
対
し
て
も
事
案
に
応
じ
て
個
々
に
総
務
部
と
協
議
の
上
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用

を
認
め
る
と
と
L

な
っ
た
。

門
昭
和
二
十
五
年
一
肘
ニ
ト
五
制
】

月

輸
入
原
油
引
取
資
金
に
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を
適
用

旧
胤
太
平
洋
岸
の
精
油
工
場
の
操
業
開
始
及
び
原
油
の
輸
入
が
総
司
令
部
に
よ
り
許
可
さ
れ

て
以
来
、
原
油
輸
入
は
着
々
進
捗
し
て
い
る
、
が
、

一ー一
一一
月
の
精
油
業
者
の
原
油
引
取
代
金
は

約
二

O
億
円
(
約
一
九
O
万
バ
レ
ル
)
に
の
ぼ
る
上
、
吏
に
粕
袖
山
県
と
し
て
七
億
円
科
肢
を
耐
火
す

総
務
部
短
信

間
和

二
十

五
年
分

る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。
先
般
輸
入
業
者
等
に
刻
す
る
融
資
に
つ
き
優
遇
措
置
が
決
定
し
、
政

府
貿
易
に
お
い
て
貿
易
公
団
よ
り
輸
入
物
資
の
払
下
を
受
け
る
製
造
業
者
等
五
び
民
間
輸
入
に

お
い
て
外
商
た
る
輸
入
業
者
等
よ
り
輸
入
物
資
の
引
取
を
す
る
製
造
業
者
等
の
輸
入
物
資
引
取

資
金
に
つ
い
て
は
事
案
に
応
じ
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
を
認
め
る
と
と
L

し
た
が
(
短
信

一
月
二
十
五
日
附
参
照
〉
今
控
匂
精
油
業
者
の
輸
入
原
油
引
取
資
金
を
之
に
該
当
す
る
も
の
と

認
め
、
政
府
輸
入
方
式
に
よ
る
場
合
並
び
に
外
簡
に
よ
る
民
間
輸
入
で
あ
っ
て
商
業
手
形
に
よ

る
決
済
が
不
可
能
で
あ
り
、
且
つ
引
取
後
直
ち
に
現
金
支
払
を
要
す
る
事
情
が
明
か
で
あ
る
場

合
に
限
り
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
L
し
た
。

【昭
和
二
十
五
年
二
月
六
H
】

金
融
緩
和
の
た
め
の
特
別
措
置
と
し
て
銀
行
よ
り
国
債
貫
入

二
、
=
一月
中
に
お
け
る
通
貨
状
勢
は
徴
税
を
中
心
と
す
る
財
政
資
金
の
大
幅
蹴
超
の
た
め
、

本
行
貸
出
及
び
既
定
方
針
に
よ
る
国
般
質
入
が
予
定
通
り
進
捗
し
た
と
し
て
も
、
な
お
三
月
末

に
お
け
る
銀
行
券
発
行
高
は
、
一一一、

0
0
0他
円
在
下
廻
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
金
融
状
勢
は

依
然
窮
屈
の
挫
に
推
移
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
金
融
の
円
滑
な
推
移
に
資
す
る
た

め
、
従
来
の
措
慨
に
よ
る
も
の
と
合
せ
て
を
当
り
総
額

一
二

O
億
円
純
度
を
日
途
と
し
て
国
債

買
入
を
実
行
す
る
こ
と
L
し
た
。
な
お
本
特
別
措
般
に
よ
る
国
債
貨
入
代
り
合
の
使
途
に
つ
い

て
は
、
木
行
よ
り
の
借
入
金
返
請
に
充
て
る
こ
と
な
く
、
緊
要
な
る
方
面
の
要
資
に
振
向
け
さ

せ
、
資
会
が
有
効
に
市
中
に
流
れ
る
よ
う
民
入
先
銀
行
を
指
導
す
る
方
針
で
あ
る。

【昭
和
二
十
五
年
二
月
十
五
日
】

手
形
割
引
市
場
育
成
に
つ
い
て

手
形
削
引
市
場
の
育
成
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
三
年
八
月
以
来
短
資
業
者
を
し
て
手
形
の
売

買、

仲
立
を
行
わ
し
め
、
市
場
資
金
の
回
収
等
に
よ
り
資
金
に
不
足
を
生
じ
た
場
合
は
本
行
よ

り
融
資
限
度
制
の
範
囲
内
に
於
て
資
金
援
助
を
行
う
方
針
合
も
っ
て
相
当
の
成
果
を
挙
げ
て
来

た
が
、
今
般
民
間
輸
入
の
再
開
に
よ
り
貿
劫
関
係
の
極
良
手
形
が
漸
次
山
廻
る
情
勢
と
な
っ
て

来
た
の
で
、
吏
に
手
形
割
引
市
場
の
脊
成
促
進
の
た
め
輸
入
尚
振
出、

需
要
者
引
受
、
輸
入
商

引
取
の
為
替
手
形
又
は
需
安
者
振
出
、
輸
入
尚
受
取
の
約
束
手
形
の
形
式
を
備
え
る
信
用
確
実

な
輸
入
貿
易
手
形
(
差
当
り
輸
入
綿
花
代
金
決
済
手
形
の

一
部
に
つ
き
こ
の
形
式
の
手
形
を
生

ず
る
も
の
と
思
わ
れ
る
)
を
輪
入
荷
が
直
接
短
資
市
場
で
割
引
き
(割
引
利
率
は
差
当
り

一
銭
九

厘
程
度
と
な
る
見
込
)
輸
入
手
形
の
決
済
資
金
を
制
連
す
る
方
途
を
開
ぐ
こ
と
と
し
た
。
短
資

業
者
は
割
引
い
た
手
形
を
本
行
に
呈
示
し
輸
入
貿
易
手
形
な
る
旨
の
ス
タ
ン
プ
の
押
踏
を
受
け

。



付

錦

こ
れ
を
地
方
銀
行
等
で
再
割
引
し
(
割
引
刺
率
は
差
当
り
一
銭
八
厘
五
毛
程
度
と
な
る
具
込
)
或

は
コ
1
ル
マ
ネ
ー
で
手
持
す
る
こ
と
と
な
る
が、

木
行
と
し
て
は
短
資
業
者
の
資
金
縁
が

一
時

逼
迫
し
た
場
合
に
は
そ
の
手
持
手
形
を
割
引
き
一

時
資
金
の
供
給
を
行
い
、
文
本
件
輸
入
貿
易

手
形
を
短
資
業
者
か
ら
買
い
入
れ
た
地
方
銀
行
等
に
対
し
て
は
必
要
に
応
じ
当
該
手
形
を
割
引

会
、
右
手
形
の
買
入
は
支
払
準
備
の

一
手
段
で
あ
る
と
の
考
え
方
で
地
方
銀
行
等
が
積
極
的
に

短
資
業
者
よ
り
の
再
割
に
応
ず
る
よ
う
指
導
す
る
方
針
で
あ
る
。

門間
和
ご
十
五
年
二
月
二
十
五
日
】

政
府
買
付
輸
入
羊
毛
の
払
下
代
金
に
つ
き
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を
適
用

民
間
輸
入
方
式
の
採
用
に
伴
い
、
羊
毛
の
輸
入
は
前
後
す
べ
て
民
間
ベ

ー
ス
を
以
て
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
現
在
迄
に
既
に
政
府
輸
入
を
も
っ
て
買
付
済
の
羊
毛
(
紡
毛
用
ジ
ヲ
デ

イ
ラ
ツ
グ
を
含
む
)
は
約
二

O
O千
侠

(約

一
二
五
億
円
)
に
及
び
そ
の
払
F
は
従
来
の
如
〈
輸

出
向
、
内
需
向
又
は
ラ
ン

ニ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
向
等
に
区
別
し
て
行
わ
れ
ず
見
込
生
・
話
的
払
下
一

本
に
統
一
さ
れ
、
従
っ
て
払
下
置
は
従
来
に
比
し
噌
闘
し
、
業
者
の
ス
ト
ッ
ク
則
悶
も
長
期
に

亘
る
こ
と
と
な
る
見
込
で
あ
る
。

右
関
係
資
金
に
つ
い
て
は
従
来
よ
り
輸
出
向
は
貿
易
手
形
、
内
需
向
(
第
一一一
、
四
半
捌
ま
で
〉

及
び
ラ
ン
ヱ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
向
(
一
て

0
0
0依
阪
・
出
)
は
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
に
よ
り
艇
過

措
置
を
諦
じ
て
来
た
事
情
も
あ
る
の
で
今
般
政
府
買
付
済
学
毛
の
爾
後
の
払
下
代
金
に
つ
い
て

も
ス
タ

y
.フ
手
形
制
度
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
と
し
た。

【昭
和
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日
】

月

昭
和
二
十
四
年
度
購
繭
ス
タ
ン
プ
手
形
の
切
替
手
形
に
引
続
き
本
行
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を
適

用
品
近
の
内
外
需
不
振
、
公
団
手
持
絹
織
物
の
大
虫
此
出
等
の
市
部
材
料
に
二
月
に
入
り
一
一
部
中

小
製
糸
家
の
聞
に
小

μ
乍
ら
も
先
行
不
泣
い
持
、
、
挽
A
M
急
夕
、
の
た
め
の
投
物
が
散
見
し
、
そ
の
た

め
相
場
は
二
月
十
三
日
頃
か
ら
俄
か
に
落
訓
を
速
め
、

二
十
日
に
は
二
十
一
中
A
柿
一
依

一
一

三
千
円
と

一
月
末
の

一
一一一
九
千
円
に
比
し
約
二
O
千
円
方
の
暴
滞
空
市
す
に
至
っ
た
。
拡
に
お

い
て
製
糸
業
者
は
白
術
上

一
ヶ
月
乃
歪
ニ
ヶ
月
の
休
業
に
よ
り
ル
ザ
一・
並
制
限
を
央
施
す
る
こ
と
に

よ
り
糸
価
の
安
定
空
間
り
、
海
外
需
要
の
回
復
を
促
進
す
る
こ
と
L
な
り
目
下
休
業
資
金
約
一
一
一

億
円
の
調
達
に
つ
き
夫
々
そ
の
取
引
先
銀
行
と
折
衝
中
で
あ
る
が
、
側
、
、
こ
の
一一
一
月
、
四
月
は

。

昨
年
七
月、

八
月
振
出
の
春
繭
の
購
踊
ス
タ
ン
プ
手
形
の
期
日
に
相
当
し
金
額
も
約
二
五
億
円

程
度
に
達
す
る
こ
と
か
ら
こ
れ
が
圧
迫
材
料
と
な
っ
て
再
び
投
物
を
誘
発
す
る
倶
れ
も
考
え
ら

れ
る
の
で
、
本
行
と
し
て
は
購
繭
ス
タ
ン
プ
手
形
に
つ
お
C

春
繭
分
か
ら
期
限
の
延
期
を
認
め
る

が
如
掌
こ
と
は
も
と
よ
り
好
ま
し
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
糸
価
暴
落
の
海
外
市
場
に
対
す
る
影

響
の
大
な
る
こ
と
及
び
糸
価
の
低
落
が
延
て
は
隣
繭
資
金
の
回
収
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
点
を
も

考
慮
し
昭
和
二
十
四
年
度
鵬
繭
ス
タ
ン
プ
手
形
の
内
来
る
四
月
末
日
迄
に
ス
タ
ン
プ
手
形
適
用

期
間
(
八
ヶ
月
〉
の
満
了
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
引
続
き
二
ヶ
月
間
以
内
〈
但
し
四
月
期
間
満
了

の
も
の
は
一
ヶ
月
以
内
)
を
限
り
そ
の
切
替
手
形
に
対
し
本
行
メ
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
を

認
め
る
こ
と
L

し
た
。

【附
和
二
十
五
年
一-
一月
六
日
】

四

月

職
人
原
油
引
取
資
金
に
つ
き
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
を
継
続

輸
入
原
油
引
取
資
金
に
つ

い
て
は
段
に
一
ー
一一
一
月
引
取
分
に
限
り
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適

用
を
秘
め
る
こ
と
L

し
た
が
〈
木
短
信
二
月
六
日
附
参
附
)
四
月
以
降
に
お
い
て
も
注
当
り
は
大

削
分
政
府
輸
入
方
式
が
と
ら
れ
、
又
外
商
に
よ
る
民
間
輸
入
方
式
が
と
ら
れ
引
取
後
直
ち
に
現

金
支
払
を
衷
し
硝
業
手
形
に
よ
る
決
済
が
不
可
能
な
も
の
も

一
部
見
込
ま
れ
る
の
で
、
四
月
以

降
引
取
の
右
愉
入
原
油
引
取
資
金
に
つ
い
て
も
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
L

し
た
。
な
お
一

l
一一一月
輸
入
見
込
分
の
輸
入
原
油
引
取
資
金
に
対
す
る
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の

適
用
は
三
月
末
迄
の
振
出
手
形
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
代
金
決
済
が
四
月
以
降
に
繰
延
べ
ら
れ

る
も
の
も
あ
る
の
で
、
四
月
以
降
も
引
続
き
適
用
出
来
る
と
と
L
し
た。

【附
和
二
十
五
年
四
月
五
日
】

昨
年
度
農
業
手
形
の
未
決
済
額
の
処
理
並
び
に
右
未
決
済
額
を
有
す
る
農
家
、
単
協
及
び
信
連

に
対
す
る
本
年
度
農
業
手
形
の
運
用
に
つ
い
て

昨
年
度
品
業
手
形
の
系
統
各
段
階
に
お
け
る
未
決
清
明
日
前
は
三
月
一

一
十
日
現
在
品
中
、
信
迎

聞
に
お
い
て

一
一
百
万
円
、
信
述
、
単
協
附
に
お
い
て
=
三
二
百
万
円
、
出
平
協
、
出
家
川
に
つ

い
て
は
四
九
六
百
万
川
に
上
り
、
布
の
中
に
は
農
家
の
風
水
特
等
の
災
容
に
鼎
〈
米
決
済
ル
引
を

含
ん
で
い
る
が
、
単
協
の
脱
出
燃
に
対
す
る
出
業
手
形
制
度
の
迎
用
が
適
切
を
火
い
た
た
め
又
は

単
協
の
資
A
W-雌
思
化
の
た
め
未
決
済
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
紗
く
な
い
と
考
え
ら
れ、

平
悠
こ

れ
が
処
迎
に
つ
き
対
旅
を
印刷
ず
る
必
盟
が
あ
る
の
で
、
三
月
末
日
現
在
米
決
済
と
な
っ
て
い
る

昨
年
度
品
業
手
形
に
つ
い
て
は
肌
円
未
決
済
の
も
の
は
勿
論
、
朋
日
未
到
来
に
よ
る
米
決
済
分



に
つ
い
て
も
三
月
末
日
を
も
っ
て
一
切
決
済
を
完
了
せ
し
め
る
こ
と
L
し
、
巴
む
を
得
な
い
分

に
つ
い
て
も
農
業
手
形
関
係
債
務
よ
り
一
般
債
務
に
切
換
え
整
理
せ
し
め
る
ζ

と
L

し
た
。

文
右
の
農
業
手
形
未
決
済
分
に
よ
る
旧
債
を
有
す
る
農
家
、
単
協
、
信
連
に
対
し
既
往
融
資

の
決
済
を
佐
た
ず
し
て
更
に
本
年
度
農
業
手
形
の
新
規
融
資
を
認
め
る
こ
と
は
好
ま
し
い
と
こ

ろ
で
は
な
い
が
、
主
要
食
糧
供
出
農
家
に
対
し
紫
袈
な
営
政
資
金
を
供
給
す
る
こ
と
は
巴
む
を

得
な
い
と
こ
ろ
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
未
決
済
の
原
因
が
風
水
害
、
病
害
等
の
共
済
事
故
に
基

く
場
合
農
業
共
済
金
に
よ
る
返
済
が
確
実
な
も
の
に
限
り
本
年
度
の
貸
付
最
高
限
度
よ
り
融
資

未
決
済
額
を
差
引
い
た
金
額
の
範
囲
内
で
新
規
融
資
を
認
め
、
又
右
以
外
の
原
因
に
よ
り
未
決

済
額
乞
生
じ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
は
返
前
計
四
を
樹
て
さ
せ
る
等
の
方
法
に
よ
り
な
る
べ
く

早
期
に
返
済
す
る
と
と
を
条
件
に
右
と
同
じ
金
額
の
範
囲
内
で
新
劇
融
資
を
認
め
、
V
〈信
述
、

農
中
段
階
に
お
け
る
未
決
済
に
つ
い
て
も
夫
々
単
協
及
び
信
連
よ
り
提
出
し
た
資
料
に
よ
り
旧

債
返
済
計
画
の
妥
当
性
並
び
に
当
該
新
規
融
資
額
が
其
に
農
家
の
営
農
資
金
に
充
て
ら
れ
た
こ

と
の
事
央
等
確
認
の
上
新
規
融
資
を
実
施
す
る
こ
と
L
し
た
。

【脳
和
二
十
五
年
四
月
五
日
】

貸
出
金
刺
の
最
高
限
度
変
更

本
行
政
無
益
員
会
で
は
、
コ
一
月
二
十
七
日
の
金
利
調
繋
審
議
会
の
答
申
に
基
き
、
日
本
銀
行

再
割
引
適
格
貿
易
手
形
そ
の
他
の
貸
山
金
制
の
最
高
限
度
全
左
記
の
通
り
変
更
す
る
と
と
に
決

定
、
四
月
十
H
よ
り
実
施
す
る
こ
と
L
な
っ
た
。

戸】
4
4
ZFn
 

ω
日
本
銀
行
再
割
引
適
椅
貿
易
手
形
の
削

引

日

歩

二
銭
二
鹿

間
日
本
銀
行
再
割
引
適
格
前
業
手
形
の
制
引

川
一
件
の
金
額
三
百

万

円

を

起

え

る

も

の

日

歩

二

銭

三

厘

例

一

件

の

金

額

三

百

万

円

以

下

の

も

の

日

歩

二

銭

四

厘

間
日
本
銀
行
ス
タ
ン
プ
手
形
、
貿
易
手
形
(
白
木
銀
行
再
割
引
適
絡
手
形
を
除
く
)
、

証
手
形
、
農
業
手
形
、
漁
業
手
形
の
棚
引
え
ひ
貸
付

附
一
件
の
金
額
三
百
万
円
を
超
え
る
も
の

判

一一件
の
金
額
=
一
百
万
円
以
下
の
も
の

凶
其
の
他
の
手
形
の
割
引
並
び
に
貸
付

的

}

M

併
の
金
額
三
百
万
円
を
超
え
る
も
の

例
一
件
の
金
額
三
百
万
円
以
下
の
も
の

公
団
認

円
歩
二
銭
四
座

円
歩
二
銭
五
麗

日
歩
二
銭
五
厘

円
歩
二
銭
六
鹿

総
務
部
短
信

昭
和
二
十

五
年

分

な
お
政
策
接
員
会
の
意
見
と
し
て
貸
出
金
刺
の
実
際
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
出
来
得
る

限
り
低
率
を
適
用
し
、
金
利
水
準
の
低
下
に
資
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
要
望
せ
ら
れ
て
い

る。

【昭
和
二
十
五
年
四
月
主
日
】

中
小
金
融
特
別
居
舗
の
設
遍

中
小
企
磁
の
渇
迫
の
状
況
に
つ
い
て
は
根
本
的
対
策
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
応
急
的
対
策
が
緊

急
の
要
請
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
般
大
銀
行
の
自
主
的
意
向
と
政
府
の
同
様
の
意
図
に
基
い
て

中
小
金
融
特
別
庖
舗
開
設
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
L
な
り
差
当
り
十

一
大
銀
行
に
つ
き
東

京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
神
戸
の
四
都
市
に
三
五
倍
舗
の
設
置
が
認
め
ら
れ
る
と
と
L
な
っ
た
。

省
特
別
居
舗
の
主
た
る
業
務
は
資
本
金
又
は
資
産
三
百
万
円
以
下
の
中
小
商
工
業
者
を
対
象
と

す
る
貸
付
で
あ
っ
て
、
原
則
と
し
て
-
取
引
先
に
対
し
貸
出
累
計
三

H
万
円
以
下
の
貸
出
を
行

う
こ
と
与
な
っ
て
お
り
、
大
蔵
省
で
は
状
況
に
応
じ
更
に
そ
の
設
置
個
所
の
増
大
を
考
慮
す
る

意
図
が
窺
わ
れ
中
小
金
融
の
円
滑
化
に
資
す
る
一
方
法
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
な
お
右
特

別
庖
舗
の
業
務
に
つ
い
て
は
貸
出
業
務
以
外
は
何
等
の
制
限
が
附
せ
ら
れ
な
い
こ
と
与
な
っ
て

い
る
。

門昭
和
二
十
五
年
四
月
五
日
】

商
品
(倉
庫
証
券
)
見
返
の
貸
付
実
施

金
融
機
関
の
貸
出
に
つ
い
て
は
今
後
努
め
て
担
保
主
義
を
推
進
し
、

-比
常
の
在
庫
商
品
に
対

す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
今
般
倉
賭
証
券
附
手
形
(
取
引
先
会
融
機
闘
が
融
資
し
た

手
形
で
あ
っ
て
、
右
手
形
金
制
相
当
額
以
上
の
時
側
を
有
す
る
倉
伸
証
券
を
担
保
と
し
て
い
る

も
の
〉
を
担
保
と
す
る
貸
付
を
左
の
条
件
に
よ
り
実
施
し
、
之
を
優
遇
す
る
こ
と
L
・な
っ
た
。

ハ
門
倉
帰
証
券
附
手
形
の
期
間
は
原
則
と
し
て
三
ヶ
月
以
内
で
あ
る
こ
と

伺
担
保
掛
目
は
布
手
形
A
We-傾
の
九
掛
以
内
と
す
る
こ
と

同
貸
付
利
子
歩
合
は
国
債
を
抱
保
と
す
る
貸
付
並
と
す
る
こ
と
(
最
低
一
銭
五
厘
、
第

一
次

高
率

一
銭
七
厘
、
第
二
次
高
率
二
銭

一
厘
〉

【
昭
和
三
十
五
年
凶
月
十
五
日
】

農
業
協
同
組
合
経
営
に
関
す
る
緊
急
対
策

農
林
系
統
合
融
温
迫
の
問
組
に
つ
い
て
は
関
係
方
面
に
於
て
こ
れ
が
対
策
を
検
肘
中
で
あ
っ

た
が
、
今
般
系
統
諸
国
体
の
自
主
的
発
意
に
基
一く
民
主
的
運
営
に
よ
り
、
農
林
中
金
、
全
国
指

導
農
業
協
同
組
合
連
合
会
及
び
全
国
組
合
金
融
協
会
を
構
成
員
と
し
て
農
業
協
同
組
合
経
営
対

策
中
央
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
本
行
は
農
林
省
、
大
蔵
省
そ
の
他
の
関
係
者
と
共
に
学
識
経
験

者
と
し
て
、
そ
の
餐
員
に
委
嘱
さ
れ
側
面
的
に
こ
れ
が
運
用
に
協
力
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同

会
で
は
直
ち
に
農
業
協
同
組
合
の
業
務
全
般
に
一
回
一り
健
全
な
る
巡
営
の
実
現
を
期
す
る
た
め
緊

六
O



付

録

急
対
策
要
項
を
作
成
し
、
特
に
経
営
の
不
健
全
な
組
合
に
対
し
て
は
、
山
手
持
滞
貨
の
処
理
、

未
収
金
の
回
収
並
び
に
購
買
、
販
売
事
業
等
を
受
委
託
制
に
切
換
え
る
こ
と
等
に
よ
る
事
業
の

整
理
、

ω新
規
間
建
設
備
投
資
の
中
止
並
び
に
兼
営
事
業
に
対
す
る
貯
金
の
内
部
融
資
の
圧
縮

等
に
よ
る
資
金
運
用
の
制
限
、
間
貯
金
の
増
強
等
に
よ
る
資
金
の
充
実
、
凶
経
費
の
節
減
、
計

理
の
改
善
等
の
方
針
に
よ
り
速
か
に
事
業
推
備
計
画
を
樹
立
せ
し
め
、
特
に
貯
金
支
払
に
つ
い

て
は
極
力
自
賄
の
体
制
を
と
ら
せ
る
よ
う
指
導
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
こ
れ
が
地
方
に
於
け
る
推
進
に
つ
い
て
は
農
林
中
金
支
所

・
出
張
所
、
県
指
導
連
並
び

に
県
信
連
等
を
主
休
と
す
る
地
方
対
策
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

【
昭
和
二
十
五
年
四
月
二
十
五
日
】

工
業
手
形
の
本
行
再
割
引
廃
止

工
業
手
形
に
つ
い
て
は
従
米
商
業
手
形
に
準
じ
、
木
行
再
制
適
格
手
形
と
し
て
の
肢
か
」
認
め

て
来
た
が
、
元
来
工
業
手
形
は
商
業
手
形
と
異
り
・説
付
と
な
る
商
品
が
加
工
、
変
質
を
み
る
等

本
行
の
再
制
適
拍
手
形
と
し
て
は
必
ず
し
も
適
当
で
な
い
こ
と
及
び
最
近
の
金
融
情
勢
に
鍛

み
、
今
般
再
削
の
扱
を
廃
止
し
、
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を
準
用
、
担
保
貸
付
に
応
ず
る
般
に
改

め
ら
れ
た
。

因
み
に
昨
年
末
以
来
の
木
行
再
訓
手
形
の
月
末
残
高
推
移
は
抗
の
通
り
で
あ
る
。

〈
単
・
侃
百
万
円〉

一一一
月

末

四

月

末
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【附
和
二
十
五
年
五
月
十
五
日
】

本
年
度
購
繭
手
形
に
引
続
き
本
行
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
決
定

製
糸
業
者
等
の
仙
川
蹴
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
、

一
年
間
の
原
料
酬
を
六
月
乃
至
十
一
月
の
間

六
O
四

に
買
付
け
る
必
要
が
あ
る
等
の
特
殊
事
情
か
ら
、
二
十
三
年
秋
以
来
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を
適

用
し
、
生
糸
の
生
産
と
輸
出
の
艦
興
を
図
っ
て
来
た
が
、
生
糸
は
依
然
木
邦
の
霊
袈
輸
出
物
資

と
し
て
そ
の
輸
出
増
進
に
多
大
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
年
も
引
統
合
昨
年
同
様

の
方
式
に
よ
り
、
器
械
生
糸
製
造
業
者
、
蚕
種
製
造
業
者
及
び
輸
出
玉
糸
指
定
製
造
業
者
が
金

融
機
関
宛
振
出
す
鵬
臓
手
形
に
つ
い
て
、
本
行
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
に

決
定
し
た
。

【附
和
一
一
十
五
年
五
月
二
十
五
日
】

__L.. 

/'¥ 

月

G
・
S
-
A
の
発
註
品
関
係
資
金
に
つ
き
貿
易
手
形
制
度
を
適
用

各
国
に
事
務
所
を
有
し

E
・
C
-
A
(経
済
協
力
局
)
等
関
係
の
物
資
調
達
を
行
っ
て
い
る

G
・
S
-
A
(合
衆
国
一
般
訓
迷
機
関
)
は
本
年
一
月
東
京
に
事
務
所
を
開
設
し
、
主
と
し
て

E
・

c
-Aの
対
斡
間
援
助
資
金
に
よ
り
木
邦
で
金
属
、
機
械
、
セ
メ
ン
ト
等
差
当
り

-oo

億
円
見
当
の
物
資
を
購
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
最
近
漸
く
本
機
的
活
動
を
開
始
し
た
が
、
そ
の

発
粧
品
の
代
金
は
船
秘
後
東
京
駐
在
合
衆
国
文
出
官
振
出
の
合
衆
国
国
体
宛
外
貨
小
切
手
に
よ

り
支
払
わ
れ
、
こ
の
小
切
手
は
外
回
為
都
銀
行
に
お
い
て
買
収
ら
れ
る
点
か
ら
略
、
通
常
の
輸

出
契
約
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
製
、
虫
、
加
工
、
児
一
何
に
要
す
る
資
金
制
迷
の
た

め
揺
出
さ
れ
た
手
形
に
つ
い
て
貿
易
手
形
制
度
な
適
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
布
発
粧
品
に
対
し
て
は

E
-
C
-
A
の
資
合
一
が
削
当
て
ら
れ
て
お
り
外
貨
決
済
の
確
実

な
る
点
に
お
い
て
は
不
改
変
信
用
状
開
設
消
の
場
合
と
略
々
同
械
で
あ
る
の
で
、
制
引
の
円
よ

り
三
ヶ
月
以
内
に
満
刷
刊
の
到
来
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
再
訓
引
の
取
扱
を
認
め
る
こ
と
と
し

た。

【附
和
二
十
五
年
六
月
十
五
円
】

金
融
機
関
相
互
間
の
預
金
利
率
の
最
高
隈
度
決
定

ぷ
行
政
策
委
員
会
で
は
金
融
機
関
相
互
間
の
預
金
利
本
の
最
・
川
一
限
度
を
今
般
次
の
通
り
決
定

し
た
。

一
、
金
融
機
関
相
互
聞
の
制
金
の
利
率
及
び
指
定
金
銭
信
託
の
予
定
配
当
率
の
最
高
限
岐

ω
預
金
利
率
(
括
弧
内
は
一
般
預
金
の
利
率
)

当

庄

預

似

…

金
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金
(
州
間
三
ヶ
朋
)日
歩
一
銭
五
厘
(
日
歩

}
銭
凹
毛

一
糸
)

別
段
預
金
及
び
其

の

他

の

雑

預

金

臼

歩

六

厘

(

手

六

厘

〉

但
し
農
林
中
央
金
庫
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
及
び
全
面
信
用
協
同
組
合
連
合
会
の
夫
々

の
系
統
機
関
相
互
聞
の
預
金
利
率
に
つ
い
て
は
当
分
の
間
之
を
適
用
し
な
い
。

間
指
定
金
銭
信
託
の
予
定
配
当
事

期
附
三
ヶ
月
以
上
の
も
の
は
当
分
の
間
前
唄
定
期
預
金
の
場
合
よ
り
も
円
歩
二
属
高
と

し
、
期
間
三
ヶ
月
未
満
の
も
の
は
前
項
通
知
預
金
の
利
率
に
準
ず
る
。

二
、
突
施
期
日

昭
和
二
十
五
年
七
月
一
日

但
し
通
知
預
金
及
び
期
間
一一一ヶ
月
未
満
の
指
定
金
銭
信
託
で
あ
っ
て
、
昭
和
二
十
五
年
六

月
三
十
日
迄
に
受
入
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
八
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。

な
お
之
を
機
会
に
従
来
取
扱
の
明
確
を
欠
い
て
い
た
地
方
公
共
団
体
の
預
金
中
「
金
庫
事
務

関
係
預
金
」

以
外
の
も
の
の
預
金
刺
率
を
臨
時
金
利
制
盤
法
の
適
用
対
象
と
し
、

一
般
預
金
同

様
の
取
扱
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

【昭
和
二
十
t
年
六
月
十
五
日
】

定

預

j羽

，乞

月

識
維
工
業
関
係
所
要
資
金
に
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を
適
用

繊
維
工
業
関
係
所
要
資
金
に
つ
い
て
は
各
般
の
樫
週
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
来
た
が
、
貿
易
事

情
の
正
常
化
等
実
情
の
変
化
に
即
応
し
て
今
般
左
の
所
要
資
金
に
つ
含
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を

適
用
し
従
来
の
優
遇
措
置
の
統

一
を
図
る
こ
と
L
な
っ
た
。

一
、
輸
入
肱
棉
及
び
原
毛
の
生
産
省
(
紡
蹴
〉
引
取
資
金

ハ
門
融
資
対
象
政
府
輸
入
に
よ
る
原
机
(
原
毛
〉
引
取
業
者
(
通
商
産
業
省
よ
り
)

民
間
輸
入
に
よ
る
原
棉
(
原
毛
〉引
取
業
者
(
輸
入
業
者
よ
り
〉

但
し
生
産
者
が
輸
入
業
者
を
兼
ね
て
い
る
場
合
を
含
む

ロ
手
形
金
額
引
取
原
棉
(
原
毛
〉
代
金
の
範
囲
内

日

手

形

期

間

原

棉

五

ヶ

月
以
内

原
毛
五
ヶ
月
以
内

二
、
綿
紡
績
の
輸
出
向
加
工
資
金

付

融

資

対
象

綿

紡

績

総
務
部
短
信

昭
和
二
十
五
年
分

原
綿
引
取
関
係
ス
タ
ン
プ
手
形
金
額
に
一
定
期
間
中
に
お
け
る
原
柿
引
取

資
金
所
要
額
に
対
す
る
輸
出
向
加
工
資
金
所
要
額
の
比
率
を
乗
じ
て
算
削

し
た
金
額
の
範
囲
内

同

手
形
期
間

五
ヶ
月
以
内

三
、
毛
織
専
業
者
の
原
糸
購
入
資
金

付
融
資
対
政

毛
織
専
業
者
(
組
合
を
含
む
〉

同
乎
形
金
額
引
取
原
糸
代
(
さ
き
に
工
業
手
形
を
振
出
し
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
決
済

資
令
)
の
範
囲
内

同

手

形
期
間
二
ヶ
月
以
内

右
に
伴
い
綿
及
び
毛
製
品
製
造
業
者
に
つ
い
て
は
従
来
の
方
式
に
よ
る
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度

並
び
に
貿
易
手
形
制
度
の
適
用
等
は
廃
止
さ
れ
る
と
と
L

な
っ
た
。【附

和
二
十
五
年
七
月
五
日
】

{斗

手
形
金
額

漁
業
手
形
関
係
制
度
要
綱
の
改
正
並
び
に
運
用
方
針
の
制
定

水
産
物
配
給
統
制
並
び
に
漁
業
用
資
料
配
給
紛
制
の
大
部
分
が
撤
廃
さ
れ
た
の
に
伴
い
出
林

省
に
お
い
て
は
今
般
漁
業
手
形
関
係
制
度
要
綱
に
闘
し
所
要
の
改
正
を
行
い
、
又
漁
業
手
形
制

度
実
施
以
来
の
迎
用
状
況
は
極
〈
少
数
の
府
県
を
除
会
甚
だ
不
良
状
態
に
あ
る
の
で
、
右
改
正

と
同
時
に
右
要
綱
に
基
〈
油
業
手
形
及
び
抑
業
手
形
つ
な
ぎ
融
資
の
運
用
方
針
を
制
定
の
予
定

で
あ
る
が
、
制
度
改
正
並
び
に
適
用
方
針
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

付

。
制
度
改
正
要
旨

ω
貿
受
機
関
に
対
す
る
公
認
制
度
の
廃
止
に
伴
い
、
右
に
代
り
買
受
機
関
の
機
能
を
受
持

つ
こ
と
L
な
る
卸
売
業
者
を
水
揚
先
と
し
て
指
定
せ
し
め
る
こ
と
L
し
た
こ
と
。

間

漁
業
手
形
制
度
の
適
用
資
材
中
そ
の
過
半
に
つ
い
て
配
給
統
制
が
撤
廃
さ
れ
た
が
、
漁

業
資
材
と
し
て
適
当
な
も
の
は
引
統
き
適
用
資
材
と
し
て
認
め
る
こ
と
L

し
た
こ
と
。

切

配

給

統
制
を
外
さ
れ
た
適
用
資
材
の
他
認
方
法
に
つ
い
て
は
購
入
先
の
前
求
書
等
に
よ

る
と
と
・
ふ
し
た
こ
と
。

口

迎

用

方
針
要
旨

ω
漁
業
共
済
基
金
の
担
保
力
、
信
用
力
を
強
化
す
る
た
め
今
後
は
一
層
都
道
府
県
一
本
建

を
目
途
と
し
て
そ
の
整
理
統
合
を
図
る
と
と
。

間
漁
業
共
演
基
金
の
積
立
を
完
了
す
べ
き
期
間
を
基
金
設
立
の
月
よ
り
起
算
し
六
ヶ
月
以

内
と
す
る
こ
と
。

六
O
五



付

録

ω
挽
業
手
形
つ
な
が
C

融
資
手
形
を
提
出
し
得
る
期
間
及
び
漁
業
手
形
つ
な
ぎ
融
資
手
形
の

返
演
期
限
若
く
は
漁
業
手
形
へ
の
切
替
え
期
限
を
明
確
に
す
る
と
共
に
、
右
期
限
迄
に
漁

業
手
形
へ
切
替
え
る
か
若
く
は
返
済
の
出
来
な
か
っ
た
つ
な

F
融
資
手
形
は
木
行
の
適
椅

担
保
と
し
て
取
扱
わ
な
い
こ
と
L
す
る
こ
と
。

凶
従
来
は
基
金
が
設
立
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
つ
な

F
融
資
を
受
け
得
る
建
前
で
あ
っ
た
が
、

今
後
設
立
さ
れ
る
基
金
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
基
金
目
標
舗
に
対
し
一
定
限
度
(
二

五
銘
〉
の
積
立
の
突
行
を
侠
っ
て
つ
な
ぎ
融
資
を
認
め
る
扱
い
と
す
る
こ
と
。

間
漁
船
修
理
費
に
つ
い
て
は
漁
船
の
小
修
理
に
限
り
A
W--繍
に
一
定
限
度
を
殻
け
て
こ
れ
を

認
め
る
こ
と
L
す
る
こ
と
。

【昭
和
二
十
五
年
七
月
五
日
】

農
業
手
形
制
度
の

一
都
改
正

農
業
手
形
制
度
の
対
象
資
材
で
あ
る
魚
粕
に
つ
い
て
は
先
般
統
制
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
今
般

鹿
部
及
び
燥
機
n
H
に
つ
い
て
も
一
切
統
制
が
廃
止
さ
れ
る
と
と
与
な
っ
た
の
で
、
左
の
製
領
に

よ
り
本
制
度
の
改
正
を
実
施
す
る
こ
と
L

し
た
。

付
魚
粕
に
つ
い
て
は
今
後
「
供
米
促
進
用
北
泌
道
産
魚
粕
銀
出
荷
配
給
袈
項
」
に
基
き
配
給
さ

れ
る
魚
粕
に
つ
き
適
用
を
認
め
る
こ
と
。

同
農
業
に
つ
い
て
は
、
統
制
撤
廃
後
も
本
制
度
の
対
象
資
材
と
し
て
農
家
の
必
.
裂
と
す
る
全

農
薬
に
つ
き
適
用
を
認
め
る
こ
と
。

同
刷
版
機
具
に
つ
い
て
は
、
統
制
撤
廃
後
も
本
制
度
の
対
象
資
材
と
す
る
が
、
営
農
用
運
転
資

材
を
農
家
に
供
給
せ
ん
と
す
る
本
制
・
肢
の
趣
旨
に
鑑
み
、
対
象
農
機
具
と
し
て
は
軽
臨
機
具

を
主
体
・
と
し
、
設
備
に
類
す
る
霊
山
庇
機
M
Aハ
は
共
同
作
業
用
等
共
同
施
設
と
し
て
の
購
入
の
場

合
に
限
り
認
め
る
と
と
L
し
、
こ
れ
を
制
度
上
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

【昭
和
二
十
五
年
七
月
五
日
】

八

月

鎗
国
動
乱
に
伴
う
米
軍
購
買
機
開
発
註
関
係
所
要
資
金
に
つ
き
貿
易
手
形
制
度
準
用

従
来
米
軍
附
賀
機
関
の
発
散
物
資
の
製
造
資
金
等
に
つ
い
て
は
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
胤

に
よ
り
優
遇
し
て
い
る
が
、
今
次
の
桝
国
励
乱
に
伴
う
米
街
中
川
氏
機
附
〈
別
に
定
め
る
も
の
に

限
る
〉
の
発
散
に
係
る
物
資
の
訓
述
及
び
土
地
、
修
繕
、
輸
送
都
の
役
務
の
川
町
供
は
そ
の
資
金

も
相
当
巨
額
に
上
る
模
様
で
あ
り
、
且
そ
の
代
金
持
討
は
可
及
的
に
外
貨
小
切
手
を
以
っ
て
行

わ
れ
る
見
込
で
あ
る
の
で
特
に
本
件
関
係
資
金
制
迷
の
た
め
振
出
さ
れ
た
手
形
で
そ
の
代
金
決

六
O
六

済
が
外
貨
小
切
手
を
以
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
次
の
要
領
に
よ
り
貿
易
手
形
制
度
を

準
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

村
本
件
手
形
は
外
貨
決
演
の
確
実
な
点
に
お
い
て
不
改
変
信
用
状
が
開
設
さ
れ
る
通
常
の
檎

出
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
の
で
物
資
の
製
造
、
加
工
及
び
蒐
荷
資
金
関
係
手
形
に
つ
い
て
は

制
引
貿
易
手
形
並
に
、
役
務
の
提
供
に
要
す
る
資
金
関
係
手
形
に
つ
い
て
は
そ
の
性
質
上
と

れ
を
担
保
貿
易
手
形
並
に
取
扱
う
。

伺
手
形
期
間
は
原
則
と
し
て
三
ヶ
月
以
内
の
必
要
最
短
期
間
と
す
る
が
、
労
務
関
係
等
に
お

い
て
山
来
尚
払
そ
の
他
分
割
払
の
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
実
情
に
応
じ
て
更
に

手
形
州
附
を
知
縮
す
る
扱
と
す
る
。

【昭
和
二
十
五
年
八
月
五
日
】

柚開
国
動
乱
に
伴
う
米
軍
購
買
機
開
発
註
関
係
貿
易
手
形
の
取
扱
方
一
部
改
正

仙
川
国
動
乱
に
伴
う
米
軍
服
は
機
開
発
能
関
係
所
要
資
金
に
つ
い
て
は
短
信
(
入
月
五
日
附
)
で

お
知
ら
せ
の
通
り
代
金
支
払
が
外
貨
払
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
貿
易
手
形
制
肢
を
準
用
す

る
取
扱
と
な
っ
て
お
り
、
米
軍
購
買
機
関
の
支
払
方
法
が
外
貨
払
を
原
則
と
さ
れ
る
挫
前
に
は

変
り
な
い
が
、
受
融
業
者
が
希
望
す
る
場
合
等
に
は
円
貨
払
も
行
わ
れ
る
扱
で
あ
り
、
且
つ
刊

武
払
の
場
合
も
外
貨
の
甚
付
の
あ
る
点
に
お
い
て
は
外
貨
払
の
場
合
と
典
な
る
と
こ
ろ
が
な
い

の
で
今
回
右
円
貨
払
分
に
つ
い
て
も
貿
易
手
形
制
度
の
準
用
を
認
め
る
こ
と
・
与
し
た
。

な
お
本
件
手
形
の
適
用
は
、
発
註
が
原
則
と
し
て
直
接
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
行
わ
れ
る
と
と

ろ
か
ら
受
註
業
者
に
対
し
融
資
し
た
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
実
際
発
註
に
お
い
て
は
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
が
介
在
し
、
而
も
メ
ー
カ
ー
が
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
所
要
資
金
の
剥
述
、
物
資
の
引

渡
、
契
約
代
金
の
受
領
等
を
委
任
し
て
い
る
事
例
が
多
い
状
況
に
・
あ
る
の
で
、
斯
る
方
法
に
よ

る
こ
と
が
其
に
巴
む
を
得
ぬ
と
認
め
ら
れ
且
つ
融
通
資
金
が
確
実
に
メ

ー
カ
ー
に
流
れ
る
と
と

が
確
認
さ
れ
る
場
合
に
は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
し
融
資
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
適
用
を
認
め
る

こ
と
に
改
め
た
。

【
昭
和
二
十
五
年
八
月
十
五
日
】

農
業
手
形
制
度
中
一
部
改
正

雌
諜
手
形
制
度
の
対
象
資
材
で
あ
る
肥
料
及
び
斑
工
品
に
つ
い
て
は
今
般
統
制
が
廃
止
さ
れ

た
が
、

・布
院
止
後
に
於
て
も

付

肥
料
に
つ
い
て
は
無
機
質
肥
料
(
石
灰
質
肥
料
を
含
む
〉
、
有
機
質
肥
料
の
内
成
紫
、
骨

粉
、
魚
料
、
純
物
油
粕
及
び
こ
れ
ら
の
配
合
肥
料
金
適
用
対
像
資
材
と
し、

同
部
工
品
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
北
海
道
に
お
い
て
購
入
さ
れ
る
も
の
に
限
り
山
刷
業
手
形
制

肢
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
L

し
た
。

【昭
和
二
十
五
年
八
月
十
五
日
】



九

月

沖
縄
向
米
軍
及
び
琉
球
軍
政
部
購
買
機
関
発
註
関
係
所
要
資
金
に
つ
き
貿
易
手
形
制
度
準
用

沖
縄
向
物
資
並
び
に
役
務
の
発
註
は
ガ
リ
オ
ア
資
金
並
び
に
E
C
A資
金
に
よ
る
琉
球
軍
政

部
調
達
局
と
米
軍
陣
買
機
関
よ
り
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
金
決
済
は
外
貨
又
は
円
貨
払
で
あ

る
が
円
貨
払
の
場
合
に
お
い
て
も
外
貨
の
裏
付
の
あ
る
点
に
お
い
て
一
般
の
輸
出
と
同
様
で
あ

り
、
且
つ
此
の
種
発
註
契
約
は
今
後
引
続
き
相
当
巨
額
に
上
る
見
込
で
あ
る
の
で
今
般
韓
国
動

乱
に
伴
う
米
軍
購
買
機
関
発
註
関
係
所
要
資
金
の
場
合
と
同
様
の
方
法
に
よ
り
貿
易
手
形
制
度

を
準
用
す
る
こ
と
L
し
た
。

な
お
琉
球
軍
政
部
購
買
櫛
関
発
註
分
中
琉
球
商
業
勘
定
に
よ
る
も
の
は
、
琉
疎
住
民
が
自
己

の
輸
出
及
び
米
軍
に
対
す
る
役
務
の
提
供
等
に
よ
り
貯
え
た
弗
資
金
に
よ
り
琉
球
住
民
の
申
請

に
基
い
て
輸
入
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
決
演
は
信
刷
状
ベ

ー
ス
に
よ
り

一
般
銀
行
手
続
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
の
で
従
来
通
り
貿
易
手
形
制
度
の
適
用
を
受
け
る
扱
で
あ
る
。

【昭
和
二
十
五
年
九
月
十
五
H
】

預
金
専
門
庖
舗
制
度
の
創
設

銀
行
底
舗
の
整
備
及
び
新
銀
行
法
案
に
関
連
し
て
預
金
吸
収
網
充
実
の
見
地
か
ら
予
て
地
方

銀
行
側
よ
り
代
理
庖
等
の
存
続
又
は
之
に
代
る
制
度
を
要
望
す
る
声
が
強
か
っ
た
の
で
此
程
大

蔵
省
で
は
「
預
金
専
門
庖
舗
制
度
」
J

を
創
設
す
る
こ
と
L
な
っ
た
。
そ
の
要
領
は
次
の
通
り

付
預
金
専
門
庖
舗
は
独
立
の
帳
縛
等
を
備
え
た
銀
行
法
上
の
支
庄
で
あ
る
が
、
業
務
は
預
金

の
受
払
に
限
定
さ
れ
、
貸
出
は
認
め
ら
れ
な
い
。

同
差
当
り
は
地
方
銀
行
に
対
し
認
め
る
こ
と
L

し、

設
世
場
所
と
し
て
は
町
村
及
び
都
市
の

繁
華
街
で
な
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

同
設
置
手
続
は
総
て
一
般
支
肱
並
と
な
っ
て
い
る
が
、
既
存
の
出
張
所
、
詰
所
、
代
理
庖
か

ら
転
換
す
る
も
の
を
主
た
る
対
象
と
し、

新
設
は
経
済
事
情
に
応
じ
認
め
ら
れ
る
と
と
ム
な

っ
て
い
る
。

【
昭
和
二
十
五
年
九
月
十
五
日
】

外
国
為
替
貸
付
の
実
施

従
米
の
輸
入
為
持
取
引
に
お
い
て
は
外
国
為
替
管
理
委
員
会
勘
定
を
使
用
し
て
輸
入
信
用
状

を
開
設
し
且
つ

一
覧
払
の
輸
入
手
形
に
つ
い
て
は
当
骸
貨
物
の
本
邦
到
着
時
迄
そ
の
決
済
を
延

期
す
る
と
共
に
決
済
資
金
の
調
述
方
法
と
し
て
は
輸
入
貿
易
手
形
制
度
の
利
用
を
認
め
て
来
た

が
、
現
下
の
情
勢
に
鑑
み
更
に
木
邦
輸
入
貿
易
を
促
進
す
る
た
め
輸
入
手
形
の
決
済
期
限
を
延

総
務
部
短
信

昭
和
二

十
五
年
分

長
し
輸
入
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
趣
旨
か
ら
、
今
般
右
の
輸
入
金
融
方
式
を
改
め
、
外
国
為
替

銀
行
を
し
て
輸
入
信
用
状
の
開
設
及
び
輸
入
手
形
の
決
請
に
必
要
と
す
る
外
貨
資
金
を
鮪
わ
し

め
る
と
共
に
右
所
要
外
貨
資
金
は
本
行
に
お
い
て
こ
れ
を
外
国
為
替
管
理
委
員
会
よ
り
貿
入
の

上
貸
付
の
方
法
に
よ
り
外
国
為
替
銀
行
に
対
し
供
給
す
る
こ
と
L

な
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
伴
い

外
国
為
替
貸
付
手
続
が
制
定
さ
れ
差
当
り
本
庖
(
外
国
為
替
局
)
、
大
阪
、

名
古
屋
、
神
戸
の
凶

ケ
庖
で
九
月
十
八
日
信
用
状
開
設
の
分
に
さ
か
の
ぼ
り
九
月
二
十
五
日
よ
り
実
施
さ
れ
る
と

と
L
な
っ
た
。

な
お
本
件
央
施
に
伴
い
従
来
の
輸
入
貿
易
手
形
に
よ
る
優
遇
指
置
は
本
貸
付
の
対
象
と
な
る

も
の
に
つ
い
て
は
適
用
が
無
く
な
る
銀
で
あ
る
。

右
外
国
為
替
貸
付
手
続
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ハ
門
貸
付
外
貨
金
額

ω
現
金
助
定
決
済
の
場
合
は
輸
入
信
用
状
開
設
及
び
輸
入
手
形
決
済
に
必
.
裂
と
す
る
外
貨

資
金
の
範
囲
内
。

ω
特
別
決
済
制
定
〈
オ
ー
プ
ン
勘
定
五
び
ベ
ル
ギ
ー
通
貨
地
域
現
金
勘
定
)
決
済
の
場
合
は

輸
入
手
形
決
済
資
金
の
範
囲
内
。

同

貸

付

期

間

ω
現
金
勘
定
決
済
の
場
合
は
輸
入
信
用
状
開
設
日
よ
り
輸
入
信
用
状
に
基
い
て
振
出
さ
れ

た
輸
入
手
形
関
係
書
類
の
本
邦
到
着
日
後
原
則
と
し
て
九
十
日
以
内
の
必
要
最
短
期
間
。

間
特
別
決
済
勘
定
決
済
の
場
合
は
輸
入
手
形
関
係
書
類
の
本
邦
到
着
の
日
よ
り
原
則
と
し

て
九
十
日
以
内
の
必
要
最
短
期
間
。

伺

貸

付

利

息

年
四
分
(
但
し
延
滞
の
場
合
は
年
一
一
割
一
分
〉
と
し
、
日
々
の
最
終
残
高
(
片
落
計
算
)
に
つ

い
て
一
伺
毎
に
後
取
と
す
る
。

側

担

保
ω
輸
入
手
形
関
係
書
類
が
本
邦
に
到
着
し
た
際
に
鳩
入
業
者
を
支
払
人
と
し
取
引
先
銀
行

を
受
取
人
と
す
る
外
貨
手
形
合
担
保
と
し
て
差
入
れ
さ
せ
る
。

間
必
一
世
に
応
じ
国
債
又
は
社
債
を
担
保
と
し
て
差
入
れ
さ
せ
る
。

間
他
の
取
引
に
お
い
て
本
行
に
差
入
れ
た
担
保
を
木
貸
付
に
対
す
る
共
通
担
保
と
す
る
。

伺

換

算

相

場

本
貸
付
金
に
関
す
る
換
算
相
場
は
貸
付
時
に
お
け
る
外
国
為
替
管
理
委
員
会
よ
り
の
買
相

六
O
七



付

録

場
と
す
る
。

料
貸
付
の
整
理

本
貸
付
は
勘
定
科
目
「
外
国
為
替
貸
付
」
を
以
っ
て
整
理
す
る
。

【昭
和
二
十
五
年
九
月
二
十
五
日
M

G
・S
-
A
発
註
の
車
楠
修
理
関
係
資
金
に
つ
き
貿
易
手
形
制
度
準
用

G
・S
-
A
関
係
貿
易
手
形
の
適
用
対
象
は

一
般
貿
易
手
形
と
岡
松
、
発
註
物
資
の
製
造
、

加
工
、
蒐
荷
資
金
に
限
ら
れ
、
役
務
の
提
供
に
要
す
る
資
金
は
物
的
裂
付
の
薄
弱
な
こ
と
等
か

ら
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
般
五
社
が
受
註
し
た
車
酬
(
蒸
気
機
関
車
七
O
輔
〉
の
修
理
工

事
に
要
す
る
資
金
は
実
質
的
に
は
斡
国
動
乱
に
伴
う
米
軍
購
買
機
関
の
発
註
に
係
る
も
の
と
同

一
で
あ
る
等
の
点
よ
り
特
に
貿
易
手
形
の
適
用
対
象
と
し
手
形
期
間
三
ヶ
月
以
内
の
も
の
に
つ

い
て
は
担
保
適
格
貿
易
手
形
と
し
て
取
扱
う
こ
と
与
な
っ
た
。

な
お
今
後
車
輔
修
理
に
閑
し
G
-
S
-
A
よ
り
同
組
の
発
註
が
あ
る
場
合
は
右
と
同
械
の
取

扱
が
認
め
ら
れ
る
。

【昭
和
二
十
五
年
九
月
二
十
五
日
】

十

月

金
融
機
関
の
貸
出
金
利
の
最
高
阻
度
変
更

今
般
本
行
政
策
委
員
会
で
は
金
利
制
整
審
議
会
の
答
申
に
基
き
金
融
機
関
の
貸
出
金
利
の
最

高
隈
度
を
次
の
通
り
変
更
す
る
こ
と
に
決
定
、
十

一
月
十
日
よ
り
実
施
す
る
こ
と
・
み
な
っ
た
。

銀
行
及
び
農
林
中
央
金
昨
の
手
形
の
割
引
率
の
最
高
限
・肢

日

本

銀

行

再

割

引

適

格

貿

易

手

形

日

歩

ご

銭

日
本
銀
行
再
割
引
適
格
商
業
手
形

的
一
件
の
金
額
が
三
百
万
円
を
超
え
る
も
の

(従
来
日
歩
二
銭
ニ
厘
〉

(ロ)

日
歩
二
銭
二
座
〈
従
来
日
歩
二
銭
三
一
組
〉

日
歩
ご
鍛
三
鹿
(
従
来
日
歩
二
銭
凹
厘
)

【附
和
二
十
五
年
十
一
月
四
日
】

一
件
の
金
額
が
三
百
万
円
以
下
の
も
の

官働
率
適
用
手
続

一
部
改
正

最
近
の
金
融
悩
勢
に
鑑
み
市
中
金
融
機
関
の
過
度
な
本
行
依
存
傾
向
を
是
正
し
金
酬
の
正
首

化
を
図
る
趣
旨
か
ら
今
般
高
率
適
用
手
続
が
改
正
さ
れ
十
二
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
L

な
っ
た
。

改
正
の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

六
O
八

付

手

続

適
用
の
対
象
と
す
べ
き
貸
出
に
商
業
手
形
割
引
を
加
え
た
こ
と
。
(
貿
易
手
形
割
引

は
従
来
通
り
対
家
外
)

同
月
末
に
お
け
る
預
金
粉
飾
の
調
殺
を
図
る
た
め
、
基
準
預
金
残
高
は
前
一ご
ヶ
月
各
月
中
平

均
預
金
残
高
〈
従
来
は
月
末
預
金
焼
高
)
の
平
均
制
と
し
た
こ
と
。

同
基
準
預
金
残
高
の

一
路
相
当
鰍
及
び

Z
m相
当
額
を
超
え

一
O
%
(
従
来
は
一
一

一銘
)
相
当

額
迄
を
夫
々
市
町
月
一
日
よ
り
そ
の
月
中
〈
従
来
は
十
六
日
よ
り
翠
月
十
五

M
ま
で
)
の
最
低
歩

合
適
用
限
度
額
及
び
第
一
次
高
率
適
用
限
度
額
と
し
た
こ
と
。

制
第
二
次
高
率
中
貿
易
手
形
、
ス
タ
ン
プ
手
形
、
公
団
認
証
手
形
文
は
農
業
手
形
以
外
を
却

保
と
す
る
貸
付
の
適
用
刺
子
歩
合
を
二
銭
三
座
(
二
座
引
上
)
と
し
た
こ
と
。

伺
商
業
手
形
の
制
引
は
最
低
歩
合
適
用
限
度
額
及
び
第

一
次
高
率
適
用
限
度
額
以
内
の
場
合

に
限
る
も
の
と
し
、
右
限
度
額
を
超
え
る
場
合
に
は
こ
れ
を
担
保
(
担
保
価
絡
は
手
形
金
額

の
九
五
%
以
内
と
す
る
〉
と
し
て
手
形
貸
付
を
な
し
優
遇
手
形
に
準
じ
高
率
を
適
用
す
る
も

の
と
し
た
こ
と
。

【昭
和
二
十
五
年
十

一
月
十
五
日
M

輸
入
諸
掛
資
金
関
係
ス
タ
ン
プ
手
形
の
取
担
並
び
に
信
用
状
を
開
設
し
て
決
済
す
る
場
合
の
輸

入
諸
掛
資
金
に
対
す
る
外
国
為
替
貸
付
の
実
施
に
つ
い
て

村
輸
入
諸
掛
資
金
関
係
ス
タ
ン
プ
手
形
の
取
扱

輸
入
業
者
の
辿
賃
、
保
険
料
等
輸
入
諸
掛
資
金
に
つ
い
て
は
手
形
則
間
一
一
ヶ
月
以
内
を
限

っ
て
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
を
認
め
て
来
た
が
、
今
後
F
O
B
辿
輸
入
の
哨
加
に
伴
い

輸
入
諮
掛
資
金
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
且
つ
輸
入
貨
物
の
本
邦
到
新
前
に
支
払
わ
れ
る
場
合

も
相
当
生
ず
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
今
般
右
資
金
に
つ
い
て
の
手
形
別
問
を
次
の
通

り
改
正
し
た
。

ω
輸
入
貨
物
の
本
邦
陸
揚
後
に
支
払
わ
れ
る
場
合

原
則
と
し
て
六
十
日
以
内

間
前
払
若
く
は
貨
物
狛
込
の
際
K
支
払
わ
れ
る
場
合

州
政
洲
及
び
地
中
海
沿
岸
地
域
、
臨
阿
辿
邦
及
び
ア
フ
リ
カ
西
海
岸
地
域
、
北
説
び
繭

ア
メ
リ
カ
洲
東
海
岸
地
域
、
減
洲

-Aぴ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
輸
入
の
場
合
は
百

二
十
日
以
内

例
右
以
外
の
地
域
か
ら
の
輸
入
の
場
合
は
九
十
日
以
内

な
お
右
金
額
並
び
に
支
払
時
期
の
確
認
は
迎
貨
に
つ
い
て
は
運
送
契
約
帯
写
若
し
く
は
船

荷
証
券
写
等
を
添
付
し
た
船
会
社
の
運
賃
制
収
書
写
、
保
険
料
に
つ
い
て
ほ
保
険
料
領
収
脊



写
等
に
よ
り
行
う。

同
信
用
状
を
開
設
し
て
決
済
す
る
場
合
の
輸
入
詩
掛
資
金
に
対
す
る
外
国
為
替
貸
付
の
実
施

F
O
B建
輸
入
に
お
い
て
運
賃
、
保
険
料
等
輸
入
諸
掛
資
金
を
信
用
状
を
開
設
し
て
決
済

す
る
場
合
ー
と
れ
に
要
す
る
外
貨
資
金
に
つ
い
て
は
右
信
用
状
に
基
き
振
出
さ
れ
た
手
形
の

本
邦
到
着
の
時
主
で
を
限
っ
て
外
国
為
替
貸
付
を
実
施
す
る
こ
と
L
な
っ
た
。

【附
和
二
十
五
年
十

一
月
十
五
日
】

通
貨
発
行
限
度
の
変
更
に
つ
い
て

通
貨
発
行
容
諮
会
で
は
今
般
第
一
一一
・
四
半
期
の
資
金
需
給
計
画
を
検
討
し
た
結
果
、
通
貨
発

行
限
度
を
従
来
の
三
、
五

O
O億
円
〈
二
十
三
年
十
二
月
決
定
)
よ
り
三
、
九

O
O億
阿
に
引
上

げ
る
こ
と
に
決
定
し
た

0

・

円昭
和
二
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日
】

十

二

月

定
期
預
金
刺
率
等
の
引
上

本
行
政
策
委
員
会
で
は
金
利
制
整
審
議
会
の
答
申
に
絡
会
、
定
期
預
金
利
率
等
の
母
両
限
度

を
次
の
、
通
り
引
上
げ
、
明
年
一
月
四
臼
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

な
お
右
に
附
す
る
大
蔵
省
特
示
は
十
二
月
二
十
五
白
頃
と
な
る
見
込
で
あ
る
。

付
定
期
預
金
利
本
の
最
高
限
度

期
間
六
ヶ
月
の

も

の

年

利

四

分
六
厘
(
ご
一座
引
上
)

期
間

-
ヶ
年

-

7

9

・五

分

(

三

厘

壬

〉

口
指
定
金
銭
信
託
の
予
定
配
当
率
の
最
高
限
度

信
託
期
闘

一
年
以
上
の
も
の

年

利

五
分

(一一
一厘
引
上
)

信配前
期
間
二

年

長

長

六

分

(

五

一腹

手

)

信
舵
期
間
五
年

4

9

七
分

〈
一
分
長
〉

'
な
お
-
年
末
摘
の
指
定
金
銭
信
託
の
予
定
配
当
部
は
そ
の
期
聞
に
応
じ
定
州
預
金
の
利
率

を
適
用
す
る
こ
と
L
し
、
又
三
ヶ
月
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
は
通
知
預
金
利
率
を
適
用
す
る

こ
と
‘
ふ
す
る
。

【聞
和
二
十
五
年
十
一
一
月
十
五
日
】

民
間
輸
入
の
原
油
引
取
資
金
に
つ
き
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を
適
用

従
来
原
油
の
輸
入
は
政
府
又
は
外
商
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
精
油
業
者
の
引
取
資
金

に
つ
い
て
は
商
業
手
形
に
よ
る
決
済
が
不
可
能
で
あ
っ
た
為
め
、
精
油
業
者
振
出
の
則
間
五
ヶ

月
以
内
の
手
形
に
限
り
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
を
認
め
て
来
た
と
こ
ろ
、
今
般
原
油
の
輪

総
務
部
短
信

昭
和

二
十
六
年
分

入
が
ガ
リ
オ
ア
資
金
に
よ
る
も
の
を
除
き
全
面
的
に
民
間
輸
入
に
切
換
え
ら
れ
精
油
業
者
が
自

ら
輸
入
す
る
こ
と
与
な
っ
た
が
、
従
来
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
を
認
め
て
き
た
実
質
的
事

由
に
は
何
等
変
り
が
無
い
の
で
、
本
行
の
外
国
為
替
貸
付
又
は
外
銀
の
ユ
ー
ザ

γ
ス
利
用
を
勘

案
し
手
形
期
間
三
ヶ
月
以
内
を
限
っ
て
従
来
問
機
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
、
ふ
し

た。

【
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
ア
一
十
五
日
】

昭
和
二
十
六
年
分

月

農
業
手
形
制
度
の
改
正

農
業
手
形
制
度
は
農
家
経
済
の
現
状
か
ら
見
て
本
年
も
引
続
い
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
の
で
、
予
想
さ
れ
る
麦
及
び
雑
穀
の
統
制
緩
和
措
置
に
も
対
応
し
得
る
よ
う
、
次

の
要
領
に
よ
り
改
正
し
北
海
道
、
東
北
、
北
陸
(
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
楠
井
)
に
お
い
て
は
一

月
よ
り
、
そ
の
他
の
都
府
県
に
お
い
て
は
二
月
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

付

麦

作

付
良
家
に
つ
い
て
は
二
十
六
年
度
よ
り
の
麦
類
統
制
穏
和
措
置
に
備
え
そ
の
収
穫
す

る
麦
の
販
売
先
を
指
定
さ
せ
、
省
販
売
先
と
農
業
手
形
制
度
に
よ
る
借
入
先
と
の
聞
に
麦
の

販
売
等
に
関
す
る
契
約
を
締
結
さ
せ
、
農
業
災
害
補
償
法
に
基
く
共
済
金
を
裏
付
と
し
て
引

続
含
本
制
度
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
。

H
H

北
海
道
の
馬
鈴
薯
及
び
雑
穀
作
付
農
家
に
つ
い
て
は
二
十
六
年
度
よ
り
の
馬
鈴
暮
及
び
雑

穀
の
統
制
完
全
撤
廃
に
櫛
え
、
そ
の
収
穫
す
る
馬
鈴
術
省
及
び
雑
穀
に
つ
き
麦
の
場
合
と
同
織

に
販
売
先
指
定
等
の
措
世
を
採
ら
せ
、
現
行
通
り
の
操
業
手
形
共
清
基
金
制
度
を
袈
付
と
し

て
引
統
袋
、
木
制
度
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
。

伺

対

象

資
材
中
、
温
床
資
材
及
び
租
子
に
つ
い
て
は
配
給
制
度
は
廃
止
さ
れ
る
が
引
続
き
水

制
度
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
も
現
行
通
り
肥
料
、
農
謀
、
農
機
具

及
び
北
海
道
に
お
け
る
藁
工
品
を
対
象
資
材
と
す
る
。

伺
農
業
手
形
に
よ
る
農
家
の
借
入
期
間
は
現
行
通
り
十
一
ヶ
月
以
内
に
据
置
診
、
始
期
に
つ

い
て
も
現
行
通
り
と
す
る
が
、
四
国
及
び
九
州
に
お
け
る
終
期
に
つ
い
て
は
十
二
月
迄
と
な

っ
て
い
た
の
を
翌
年
一
月
末
、
迄
と
す
る
こ
と
に
改
め
る
。

右
に
よ
り
各
地
方
に
お
け
る
農
業
手
形
の
始
則
及
び
終
期
は

占ハ

O
九


